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発表する松本奈那美さん

熱
中
症
に
注
意

壱
岐
消
防
便
り

新
メ
ニ
ュ
ー
好
評

　
　
一
支
国
博
物
館

　

喫
茶
コ
ー
ナ
ー

最
優
秀
に
松
本
奈
那
美
さ
ん
（
芦
辺
３
）

第
62
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

８
人
が
登
壇
、
中
学
生
弁
論
大
会

　
「
犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、

立
ち
直
り
を
支
え
る
地
域
の
チ

カ
ラ
」、
第
62
回
社
会
を
明
る

く
す
る
運
動
「
中
学
生
弁
論
大

会
」
が
６
日
、

勝
本
町
、
文
化

セ
ン
タ
ー
で
開

か
れ
た
。

　
壱
岐
地
区
保

護
司
会
（
坂
口

鉄
生
会
長
）
が

主
催
し
て
毎
年

行
わ
れ
て
お

り
、
今
回
も
市

内
４
中
学
校
か

ら
各
２
人
ず
つ

の
計
８
人
が
登

壇
し
て
、
学
校

や
家
庭
で
の
生
活
で
感
じ
た
こ

と
や
考
え
、
意
見
を
４
分
か
ら

５
分
で
主
張
し
た
。

　
審
査
は
、
内
容
や
話
し
方
、

態
度
な
ど
を
基
準
に
行
わ
れ
、

最
優
秀
に
は
「
心
を
つ
な
ぐ
」

の
題
で
発
表
し
た
芦
辺
中
３

年
、
松
本
奈
那
美
さ
ん
が
選
ば

れ
、
壱
岐
市
長
賞
が
送
ら
れ

た
。
松
本
さ
ん
は
31
日
、
大
村

市
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
か

れ
る
県
大
会
に
壱
岐
市
代
表
と

し
て
出
場
す
る
。

　
松
本
さ
ん
は
脚
を
悪
く
し
元

気
を
な
く
し
た
祖
父
に
「
足
の

調
子
は
ど
う
」
と
声
を
掛
け
た

と
こ
ろ
、
祖
父
が
満
面
の
笑
み

で
喜
ん
で
く
れ
た
こ
と
を
基
に

話
し
「
あ
い
さ
つ
は
心
の
距
離

を
近
く
す
る
。
そ
れ
が
社
会
を

明
る
く
す
る
こ
と
に
な
る
」
な

ど
と
主
張
し
た
。

　
松
本
さ
ん
の
ほ
か
７
人
の
演

題
な
ど
次
の
通
り
。

【
郷
ノ
浦
】

▽
私
達
を
つ
な
ぐ
の
は
・
大
久

保
由
衣
▽
支
え
ら
れ
る
側
か
ら

支
え
る
側
へ
・
原
田
佳
奈

【
勝
本
】

▽
家
族
の
つ
な
が
り
人
と
の
つ

な
が
り
・
下
条
真
菜
香
▽
小
さ

な
き
っ
か
け
・
田
口
諒
祐

【
芦
辺
】

▽
一
人
じ
ゃ
な
い
か
ら
・
長
山

悠
里
奈

【
石
田
】

▽
あ
の
時
間
に
感
謝
・
坂
口
茉

亜
紗
▽
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
も

の
・
下
條
理
沙

　
　
　
　
（
以
上
、
３
年
生
）

迫
力
の
演
奏
を
披
露

結
成
20
周
年
・
風
舞
組

　
１
９
９
２
年
に
結
成
さ
れ
、

壱
岐
の
和
太
鼓
ブ
ー
ム
の
先
駆

け
と
な
っ
た
勝
本
町
、
風
舞
組

の
結
成
20
周
年
を
記
念
す
る
公

演
が
「
七
夕
」
の
７
日
午
後
７

時
か
ら
、
同
町
、
文
化
セ
ン
タ
ー

で
開
か
れ
、
会
場
を
埋
め
た
観

客
に
、
和
太
鼓
の
繊
細
さ
と
会

場
を
揺
る
が
す
よ
う
な
迫
力
あ

る
響
き
を
聞
か
せ
た
。

　

風

舞

組

は

結

成

後
、

１
９
９
４
年
、

１
９
９
５
年

に

ア

メ

リ

カ
・
オ
レ
ゴ
ン
州
ポ
ー
ト
ラ
ン

ド
の
「
ロ
ー
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
に
出
演
し
て
好
評
を
博
し
、

友
好
都
市
の
長
野
県
諏
訪
市

「
よ
い
て
こ
祭
」
へ
の
出
演
、

諏
訪
大
社
で
の
太
鼓
演
奏
の

奉
納
、
中
国
・
上
海
公
演
な

ど
、
国
内
外
で
活
躍
し
、
内

外
で
そ
の
演
奏
を
聞
か
せ
て

き
た
。

　
当
日
は
、「
琉
球
國
祭
り
（
エ

イ
サ
ー
）
太
鼓
」
や
「
西
方
小

天
鼓
」
な
ど
も
出
演
し
て
彩
り

を
添
え
、
２
部
構
成
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
見
事
な
演
奏
を
披
露
し

た
＝
写
真
＝
。

　
芦
辺
町
、
一
支
国
博
物
館
の

喫
茶
コ
ー
ナ
ー
（
３
階
）
に
古

代
米
パ
ン
と
雑
穀
オ
ー
プ
ン
サ

ン
ド
の
新
メ
ニ
ュ
ー
が
登
場
、

口
コ
ミ
で
フ
ァ
ン
が
増
え
て
い

る
そ
う
。

　
古
代
米
パ
ン
の
特
徴
は
、

赤
・
黒
米
の
独
特
の
風
味
が
あ

り
、
白
神
酵
母
と
少
量
の
ミ
ネ

ラ
ル
塩
、
き
び
糖
、
オ
リ
ー
ブ

オ
イ
ル
の
シ
ン
プ
ル
で
素
朴
な

味
わ
い
が
特
徴
で
、
も
ち
あ

わ
、
も
ち
き
び
、
う
る
ち
ひ
え

の
粉
を
使
っ
て
焼
い
た
雑
穀
パ

ン
は
、
特
製
の
ド
ラ
イ
カ
レ
ー

か
ウ
イ
ン
ナ
ー
を
の
せ
た
オ
ー

プ
ン
サ
ン
ド
で
食

べ
る
。

　

ど

ち

ら

も

バ

タ
ー
や
卵
、
牛
乳
、

豆
乳
は
使
っ
て
い

な
い
と
い
う
。

　
コ
ー
ヒ
ー
に
も

ピ
ッ
タ
リ
の
味
わ

い
で
、
ラ
ン
チ
に
は

も
っ
て
こ
い
の
メ

ニ
ュ
ー
と
、
す
で
に

リ
ピ
ー
タ
ー
も
。

＊
写
真
は
左
が
人

面
石
を
イ
メ
ー
ジ

し
た
古
代
米
パ
ン

で
、
右
が
ド
ラ
イ

カ
レ
ー
を
の
せ
た

雑
穀
パ
ン
の
オ
ー
プ
ン
サ
ン

ド
。

今
年
度
は
約
3
万
人
が
入
館
　
一
支
国
博
物
館

　
芦
辺
町
、
一
支
国
博
物
館

（
須
藤
正
人
館
長
）
の
6
月

末
日
現
在
の
総
入
館
者
数
は

27
万
７
５
０
５
人
で
、
今
年
度

の
入
館
者
は
２
万
９
５
７
８
人

と
な
っ
て
い
る
。

　
今
年
度
の
入
館
者
は
、
総

入
館
者
数
が
前
年
に
比
べ
13
・

３
％
増
え
、
常
設
展
入
館
者
も

13
％
増
の
１
万
７
５
６
９
人
、

有
料
入
館
者
数
も
18
・
６
％
増

の
1
万
６
７
６
５
人
と
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、
常
設
展
入
館
者

の
う
ち
市
内
か
ら
の
来
館
者
は

２
７
６
０
人
。

【
６
月
の
火
災
】

▽
発
生
・
建
物
火
災
・
そ
の
他

火
災
０
件
▽
累
計
17
件

【
６
月
の
救
急
】

▽
出
動
１
１
５
件
▽
急
病
62
件

▽
交
通
事
故
１
件
▽
運
動
競
技

５
件
▽
一
般
負
傷
15
件
▽
自
損

行
為
２
件
▽
そ
の
他
（
転
院

等
）
30
件
▽
累
計
７
７
１
件

【
火
災
・
救
急
メ
モ
】

①
本
年
度
・
甲
種
防
火
管
理
者

新
規
講
習
会
（
８
月
22
日
、
23

日
の
２
日
間
）
▽
場
所
・
市
消

防
本
部
２
階
▽
受
付
・
７
月
31

日
ま
で
▽
申
請
用
紙
・
市
消
防

本
部
予
防
課
、
消
防
署
郷
ノ
浦

支
署
、
勝
本
出
張
所
に
て

②
本
年
度
・
危
険
物
取
扱
者
保

安
講
習
会
（
８
月
24
日
午
後
１
時

か
ら
４
時
）
▽
場
所
・
市
消
防
本

部
２
階
会
議
室
▽
受
付
８
月
3
日

ま
で
▽
申
請
用
紙
・
①
と
同
じ

③
風
水
害
か
ら
身
を
守
ろ
う

　
梅
雨
末
期
の
雷
を
伴
っ
た
大

雨
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
危
険

な
場
所
、
避
難
場
所
を
確
認

し
、
危
険
を
感
じ
た
ら
避
難
す

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

④
熱
中
症
に
つ
い
て

　
晴
れ
て
暑
い
日
が
続
い
て
い

ま
す
。
健
康
管
理
に
は
十
分
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。
日
中
、
屋

外
へ
出
る
時
は
、
帽
子
を
か
ぶ

り
、
水
分
を
補
給
し
熱
中
症
の

予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
熱
中

症
の
症
状
は
、
高
熱
を
生
じ
吐

き
気
が
し
た
り
痙
攣
が
起
こ
っ

た
り
、
汗
を
か
か
な
く
な
り
、

皮
膚
が
乾
燥
し
て
き
ま
す
。
処

置
方
法
と
し
て
は
、
日
陰
な
ど

涼
し
い
場
所
へ
移
動
し
、
衣
服

を
緩
め
体
を
冷
や
し
ま
し
ょ

う
。
症
状
が
ひ
ど
い
時
は
、
病

院
で
診
断
を
受
け
て
く
だ
さ

い
。
こ
れ
か
ら
暑
い
日
が
続
き

ま
す
の
で
、
熱
中
症
に
は
十
分

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。


